
【業務改善のための取組】　・学校行事、会議の精選及び効率化（職員会議は60分以内）　　　・部活動顧問分担体制　　　・業務の優先、劣後順位の検討と実践　　　・仕事の分散と集中

（生徒自己評価の

肯定的回答による）

・授業で自分の思いや考えを伝え高め合っている（85%）

・授業で根拠を明確にし論理的に説明できる（80%）

・授業では何を学ぶのか課題が提示されている（95%）

・自分にはよいところがあると感じている（80%）

・授業がよくわかる（90％）

・友達の良さを認め合っている（95%）

＜具体的な取組＞◎すべての教育活動で｢主体的・対話的で深い学び｣を踏まえた実践 ◎教科横断的な学習の充実

＜重点項目＞（福井市重点項目のうちの３項目）

「わかる授業づくり」・「居場所づくり・絆づくり」・「ＩＣＴの活用」

令和４年度 明倫中学校 スクールプラン

【学校教育目標】 未来を切り拓く生徒の育成
～エージェンシーの育成、「指導」から「支援へ」～

【目指す生徒像】

あらゆる場面で活用可能な
知識を身に付けた生徒

自己や他者との対話を通して
最適解を見出せる生徒

持続可能な社会づくりに
参画しようとする生徒

＜育成を目指す資質・能力＞ 学習の基盤：言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力

・情報収集力
・他者を理解し尊重する力
・読解力

・知識を関連付け構造化する力
・論理的思考力
・批判的思考力

・探究心、向上心
・見通しを持ち粘り強く取り組む力
・自己表現力

・基礎・基本の必要性を理解させながら、その定着を図る
・ICTの活用→積極的に授業に導入する
・道徳や特別活動を通して、望ましい集団づくりや居場所・
絆づくりを図る

・知識の関連づけや構造化を促す授業を実践する
・すべての教育活動（授業・道徳・特別活動・部活動等）にお
いて意見交換や議論する場面を多く設定する
→考えを広げ深めることができる生徒を育成する
→よりよく合意形成できる生徒を育成する

・教科の学習や総合的な学習の時間において探究的な学び
を充実させる
→自己の将来、社会や地域と向き合う

・特別活動、部活動等で生徒主体の活動を推進する
→向上心や自己肯定感を育成する

往還 往還

評価指標

・授業に主体的に取り組んでいる（90%） ・学校が楽しい（90％） ・郷土福井を大切にしたい（70％） ・将来の夢やめざす目標をもっている（75％）

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

～校訓～
誠実・節度・実践

＜生徒の実態＞

・自分の考えを持つことができる

が、積極的な発信、自己表現が

弱い。

・言われたことを真面目に落ち

着いて取り組む。

・間違いを恐れる傾向がある。

・主体的な探究意欲が低い。

＜保護者の願い＞
学校では以下の力を身に付け
てほしいと考えている。
・課題解決に向けて計画を立
てる力

・コミュニケーション力
・物事を多面的に考える力
・物事に粘り強く取り組む力
＜地域の願い＞
・地域づくりを担う子どもに
なってほしい。
・伝統校としての自負を持ち
更なる成果を生み出す学校
であってほしい。

福井市学校教育目標 郷土福井に誇りを持ち、たくましく生きる子どもの育成

各自の校務分掌に応じて、１～３つ程度、独自の取組を設定する


